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「鋼矢板を用いた河川堤防補強技術」 

 
 鋼管杭協会  
元木 卓也  

１．はじめに  
 河川堤防は、後背地を河川の増水から護る機能を有しており、仮に持ち得る機能以

上に増水した場合、河川は氾濫し、後背地に甚大な被害を及ぼす。それゆえ、河川堤

防はその機能維持のために、浸透、浸食、越水、地震などに対して安全性を保有する

ことが求められる。  
 強靱で品質の一様な鋼矢板は、河川護岸改修を中心に使用されてきたが、ＪＦＥス

チール（株）（旧ＮＫＫ、旧川崎製鉄）、新日本製鐵（株）、住友金属工業（株）では、

さらなる普及・貢献および、河川堤防強化への利用技術研究を目指し、鋼管杭協会内

に「堤防補強研究委員会」を設置し、活動を行ってきた。  
 本論文では、上記委員会での検討を行った河川堤防の補強方法のほか、その応用技

術についても述べる。  
 
２．鋼矢板による河川堤防の補強  
 鋼矢板を使用した河川堤防の補強工法とし

て、ここでは①浸食対策、②基盤漏水対策、

③耐震対策について説明する。  
２．１ 浸食対策  
 河川堤防および護岸の浸食被害として最も

顕著なものは、図 -1 のように基礎工前面の河
床洗掘を伴い、基礎工および法覆工が被災を

受ける事例である。洗掘は、洪水時の流量の

増加に応じて河床高が低下する現象で、要因

として川幅の変化、水路の湾曲・蛇行および

砂州の発生などがある。  
 そこで、図 -2 のように護岸基礎として鋼矢
板を用いると、前面の河床洗掘が設定した最

深河床高まで下がった場合でも、自立式構造の護岸とし

 （社）全国防災協会「災害復旧工事の設計要領」に、

から洗掘深さを考慮した設計壁高とする考え方が明記さ

２．２ 基盤漏水対策  
 基盤漏水とは、図 -3 のように堤防直下に透水性の高い
洪水時に浸透水が透水層を通り、堤内側法尻付近の抵抗

水が発生する現象である。漏水が発生すると法尻の崩れ
図 -1 洗掘による護岸の破壊  
て堤防浸食を防護できる。  

図 -2 鋼矢板による洗掘対策  
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 施工実績としては、写真 -4 に示す JR 東日本武蔵野
線の鉄道盛土のほか、JR 東海の東海道新幹線の盛土

など多数あり、東海道新幹線については今後も愛知県

エリアで鋼矢板による補強を実施していくこととな

っている。  
写真 -4 JR 武蔵野線の鉄道盛土の補強  

 
３．鋼矢板による河川堤防向け応用技術  
 鋼矢板を使用した応用技術として、①圧密沈下対策、②

透水性鋼矢板、③多自然型護岸を紹介する。  
①圧密沈下対策  
 軟弱地盤上に盛土したり、盛土の嵩上げを行った場合、

盛土の重みで圧密沈下が発生し、周辺地盤に引き込み沈下が生じること

がある。これを図 -13 のように、鋼矢板により周辺地盤への影響を遮断
しようとするものである。  

図 -13 沈下対策鋼矢板  

②透水性鋼矢板  
 鋼矢板護岸を打設することによって、自然の地下水流に影響を与える

ことがあるので、写真 -5 のように鋼矢板に開口部を設けたものが透水
性鋼矢板である。地下水流の循環を妨げないという特長がある。  写真 -5 透水性鋼矢板  

③多自然型護岸  
 写真 -6 のように、自然環境もしくは景観に配慮する構造にし
た護岸であり、鋼矢板を打設した後、自然石や景観パネル等を

用いて親水機能を持たせている。  
 
４．おわりに  写真 -6 多自然型鋼矢板護岸

 本論文では、鋼矢板を用いて堤防補強の実施方法と効果を、模型実験の結果などを

交えて紹介した。  
近年日本各地での地震の発生、また地球温暖化が一因とされる局地的豪雨などの天

災が発生する中、安心・安全に生活できる国土を整備することが急務となっている。

鋼矢板が河川堤防の補強に使用され、液状化対策・基盤漏水対策などの一助となれば

幸いである。  
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